
平成26年9月中間期 損害保険会社決算概況 
 

 1. 特徴点 

  保険引受は、正味支払保険金が増加しましたが、正味収入保険料が大きく増収したため、

保険引受利益は増益となりました。 

  資産運用は、株式市況の堅調により有価証券評価損などの資産運用費用が減少する一方、

有価証券売却益が前中間期より減少したことから、資産運用粗利益は減益となりました。 

  以上の結果、経常利益は対前中間期比 36.7％増益の 4,170億円となり、これに特別損益を

加味した後の中間純利益は対前中間期比 38.7％増益の 2,632億円となりました。 
 

 2. 保険引受の概況 

(1) 正味収入保険料 

  正味収入保険料は、自動車保険や火災保険をはじめ主要な保険種目全般にわたって増収し、

全種目計で対前中間期比 4.8％(1,861億円)増収の 4兆443億円となりました。 

  ＊正味収入保険料＝元受正味保険料＋受再正味保険料－出再正味保険料 
 

(2) 正味支払保険金 

  正味支払保険金は、2014年2月に発生した雪害に対する火災保険の支払いの増加により、全

種目計では対前中間期比 3.7％(814億円)増加の 2兆3,098億円となりました。 

  ＊正味支払保険金＝元受正味保険金＋受再正味保険金－回収再保険金 

損害率は、正味支払保険金の増加を超える正味収入保険料の増収により、前中間期に比べ

て△0.8ポイントダウンの 62.4％となりました。 
 

 国内自然災害の保険金支払状況                       （単位：億円） 

 25年9月中間期 26年9月中間期 

 発生保険金 正味支払保険金 未払保険金 発生保険金 正味支払保険金 未払保険金 

当期発生 649 165 484 498 229 269 

過年度発生 148 273 △125 410 1,910 △1,500 

計 797 438 359 908 2,139 △1,231 

＊「当期発生」は、各年度の中間期に発生した自然災害に係る全種目（地震保険を除く）の発生額です。 

2014年2月に発生した雪害に係る保険金は、26年9月中間期の過年度発生に含まれています。 

発生保険金＝正味支払保険金＋未払保険金 

未払保険金とは支払備金に繰り入れ(△は戻し入れ）た額です。 
 

(3) 事業費 

  保険引受に係る営業費及び一般管理費は、対前中間期比 1.9％増の 5,836億円となりまし

た。 

諸手数料及び集金費は、保険料の増収や消費税率の引上げなどの要因により、対前中間期

比 6.4％増の 7,165億円となりました。 

事業費率は、保険引受に係る営業費及び一般管理費、諸手数料及び集金費とも増加したも

のの、正味収入保険料の増収により前中間期に比べて △0.2ポイントダウンの 32.1％となり

ました。 

 



(4) 保険引受利益 

  保険引受利益は、正味支払保険金をはじめとする保険引受費用が対前中間期比 2.8％

(1,033億円)増加しましたが、正味収入保険料の増収に加え、2014年2月に発生した雪害に係

る保険金支払いに伴う異常危険準備金の取崩益もあり、前中間期に比べ 1,128億円の増益と

なりました。 

  ＊保険引受利益＝保険引受収益－保険引受費用－保険引受に係る営業費及び一般管理費 

          ±その他収支 

 

 3. 資産運用の概況 

  資産運用収益は、有価証券売却益の減少などにより、対前中間期比 △303億円減益の 2,992

億円となりました。 

一方、資産運用費用は、国内株式市況が引続き堅調であったため株式等の有価証券評価損

などの減少により、対前中間期比  △175億円減少して 283億円となりました。 

この結果、資産運用粗利益は前中間期比 △4.5％減益の 2,709億円となりました。 

  ＊資産運用粗利益＝資産運用収益－資産運用費用 

 

4. 中間純利益 

  経常利益は、保険引受利益の拡大に加え、引続き高水準であった資産運用収益により、対

前中間期比 1,120億円増益の 4,170億円となりました。 

  経常利益に特別損益や法人税等合計を加減算した中間純利益は、前中間期の 1,897億円か

ら 38.7％増益して 2,632億円となりました。 

  経常利益、中間純利益とも、中間期としては、当協会が中間期決算の発表を開始した平成

17年以降最高の水準となります。 

 

 5. 総資産 

  総資産は、株価の上昇による株式の評価増や、円安による外国証券の評価増などもあり、

対前期末比 6,046億円増加の 29兆5,344億円となりました。 

 

 6. ソルベンシ－・マ－ジン比率 

  ソルベンシー・マージン比率は、協会加盟会社全社とも法律で求める水準を超えており、

経営の健全性について問題ない水準となっています。 

 

 

（注）下線部分は2015年10月30日に修正しています。 
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